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中国における住宅事業への参入について

～中国の住宅施工会社２社に資本参加～

住友林業株式会社（社長：矢野　龍、本社：東京都千代田区丸の内１丁目８番１号　以下　住友林業）はこのほ

ど、中国における木造住宅事業への本格参入を図る目的で、木製トラスの製造販売および２Ｘ４工法の住宅施工を

行っている、アメリカの独資会社「派爾剛聯合木製品（大連）有限公司［英文社名：Ｐａｒａｇｏｎ Ｗｏｏｄ Ｐ

ｒｏｄｕｃｔ （Ｄａｌｉａｎ） Ｃｏ．，Ｌｔｄ．、社長：王　志強、以下　パラゴン（大連）社 ］」ならびに

「派爾剛聯合木製品（上海）有限公司［英文社名：Ｐａｒａｇｏｎ Ｗｏｏｄ Ｐｒｏｄｕｃｔ （Ｓｈａｎｇｈａ

ｉ） Ｃｏ．，Ｌｔｄ．、社長：王　志強、以下　パラゴン （上海）社　］」にそれぞれ資本参加することを決定

しました。住友林業では１１月をめどに両社の持分を各３０％取得します。なお、持分の取得は、住友林業の１０

０％出資の米国現地法人Ｓｕｍｉｔｏｍｏ Ｆｏｒｅｓｔｒｙ Ｓｅａｔｔｌｅ，Ｉｎｃ．を通じて行われます。

中国政府は住宅市場の育成を経済政策の中核として位置付けており、市場価格で取引される「商品住宅」※は、１

９９６年の販売面積約１．４億平方メートルが２００３年には約４．０億平方メートルへと、その市場は著しく成

長しています。中国の住宅はレンガ造やコンクリート造が主流ですが、一方で中国政府は、住宅産業化政策を進

め、新技術や新工法の導入にも前向きであり、本年１月木造住宅についても「木結構設計規範（Ｃｏｄｅ ｆｏｒ

ｄｅｓｉｇｎ ｏｆ ｔｉｍｂｅｒ ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ）」が施行され、公に認知された工法となりました。

住友林業としては、木造住宅の本格普及に向けた環境が整いつつあると判断し、今回の参入に至ったものです。

※「商品住宅」とは、市場価格で取引される住宅を意味し、商用ビルや政府補助付住宅等を除く。

持分を取得するパラゴン（大連）社は、中国東北部の大連市で２０００年に設立、パラゴン （上海）社は上海市で

本年設立された会社であり、いずれも２Ｘ４の戸建住宅やタウンハウスの施工を主要事業としております。

住友林業は「海外事業」を重点事業のひとつと位置付け、環太平洋エリアを中心とした木材建材事業、住宅事業展

開に取り組んでいますが、今回の事業参入は中国市場における建材流通事業の進出も視野に入れた積極的な展開へ

の足がかりとし、グローバルマーケットにおけるブランド力の一層の強化と積極的な業容拡大を図ってまいりま

す。

＜パラゴン（大連）社の概要＞

設立： ：２０００年３月２４日

法定代表者 ：金 海娜

社長 ：王　志強

所在地 ：大連保税区国際物流園３＃工場Ｂ区

企業類型 ：外商独資経営企業

事業内容 ：木製構造家屋・トラスの生産、加工、組立

建築資質 ：特殊行程専業請負

売上高 ：１１，７８０，１５０元　（２００３年１２月末）

資本金 ：ＵＳドル７９７，２０８

持分 ：Ｚｅｅ　Ａｍｅｒｉｃａ　Ｉｎｃ．（１００％）

＜パラゴン（上海）社の概要＞

設立 ：２００４年２月２６日

法定代表者 ：金 海娜

社長 ：王　志強

所在地 ：上海市普陀区古浪路４１５弄２号１階、５号１階
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企業類型 ：外商独資経営企業

事業内容 ：木製構造家屋・トラスの生産、加工、販売

売上高 ：本年設立の為昨年実績は無

資本金 ：ＵＳドル３８０，０００

持分 ：Ｚｅｅ　Ａｍｅｒｉｃａ　Ｉｎｃ．（１００％）

以上

＜お問い合わせ先＞

住友林業株式会社

コーポレート・コミュニケーション室

佐野
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